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 プリンテッドエレクトロニクスを高スループットで実現する技術として種々の印刷プロセスが研究され

ているが、従来型の印刷プロセスはいずれもインクをベースとした印刷である。インクに含まれる有機

溶媒は、揮発性有機化合物(VOC:Volatile Organic Compounds)として環境問題の一因となる。これま

で我々は、有機溶媒フリーで有機半導体・絶縁体薄膜をプラスチック基板上に形成する手法として、

熱プレス法[1]、ラミネート法[2]および超音波溶融法[3]を開発してきた。それに並行して、電子写真技術

を用いた有機半導体・絶縁体材料の無溶媒パターニ

ング[4]も行ってきた。今回は同技術によるプリンテッド

エレクトロニクスの金属材料への適用に関する進展を

報告する。 

 本研究では導電性材料として Ag ナノ粒子等をトナ

ーとし、トナー型のパターニング技術によって、ポミラ

ン N フィルム上に Agナノ粒子を転写した。従来議論

してきた通り、半導体や絶縁体トナーは主にキャリア

粒子との摩擦帯電によって帯電させ、電気的な現像

を行ってきたが、金属粒子は摩擦帯電が不可能なた

め、電界印加でおこる静電誘導帯電によってトナーを

帯電させ、電気的現像を行う。図1において、ターゲッ

ト電極である RFID アンテナパターンに沿ってパター

ニングされた微小な粉体が Ag トナー粒子である。タ

ーゲット電極パターンに沿って金属粒子をパターニン

グできることを示した。また、パターニング後の Ag 粒

子を薄膜化する手段として、超音波振動による焼結を

行った。Ag トナーを散布したポリイミド基板にカバーフ

ィルムを被せ、超音波振動を印加した後の様子を図 2

に示す。超音波振動印加によって、散布した Ag ナノ

粒子が焼結され、銀色の金属光沢が得られた。講演

ではAgだけでなく、Au, Cu, Ni, ZnOなどのナノ粒子

に関して同手法を適用した結果もあわせて報告する。 
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図 1. RFIDアンテナパターン電極における 

Agトナーパターニング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 超音波焼結後の Agトナー 
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